
 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

菊 川 の Ｈ Ｏ Ｔ な 情 報 が わ か る ！  イ ベ ン ト  ひ と  ス ポ ー ツ  ま ち 

きくがわ 
- タ ウ ン 情 報 - 

住みよい菊川をつくる会 次回発行は令和 3年 1 月です。 タウン情報 きくがわ 4 

■ 数字で見る菊川 (8 月末の人口等) 

世帯 3,321 世帯 / 人口 7,914 人 / 男 3,839 人 / 女 4,075 人 

■ 主な掲載内容 

菊川のひと「鍛治原武さん」 …P2 

菊川深訪「東北の秋は黄金色」 …P3 

みんなの食堂 …P3 

お知らせ「総会開催」 …P4 

わが家のペット大集合 …P4 

 

住みよい菊川をつくる会 総会開催 

7月 23日(木)に、菊川小学校体育館にて住みよ

い菊川をつくる会の総会を行いました。総会は代

議員制としており、菊川地区内の各自治会長に出

席いただきました。例年 4月下旬に菊川市民セン

ターにて開催する当会の総会ですが、今年度はコ

ロナウイルス感染拡大を防ぐため、時期や会場を

変更して開催しました。 

当会の昨年度の事業報告や決算報告、今年度の

事業計画や予算、役員の選任について承認を得ま

した。また、コロナウイルス対策として、菊川ま

つりの不開催が決定され、その他の事業について

も今後の情勢と照らし合わせながら開催の可否を

決定することとしました。 

例年行う事業の中止に伴う余剰金については、

新しい生活様式に合わせた新たな事業や、今後菊

川地区に必要とされる防災に関する機材等の購入

に使用します。また昨年度に引き続き、菊川地区

の「夢プラン策定」に向けて活動をしてまいりま

す。菊川地区夢プラン策定に関する情報は別紙の

増刊号をご覧ください。 

 

 

食 欲 の 秋 

今回の表紙は、タウン情報きくがわ編集部

員が各々でお弁当を持ち寄って撮影したもの

です。このコロナ禍のなか、「やっぱり食べる

のが 1番の楽しみじゃね」との結論になった

私たち。菊川公園の秋の紅葉を見ながらお弁

当を広げたつもりで、美味しくいただきまし

た。 

タウン情報きくがわ編集部は月に 1度集ま

り、和やかな雰囲気のなか、タウン情報きく

がわの発行に向けての話し合いや作業をして

います。興味のある方は菊川市民センターま

でご連絡ください♪ (☎ 0834-62-2801) 

お 知 ら せ 

2 0 2 0 
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わが家のペット 

大 集 合 
-------------------------------------- 

菊川のかわいいペットを集めました！掲

載可能な写真がありましたら、ひと言コメ

ントを添えて、編集部(菊川市民センター

内)にまでご連絡ください。常時募集中♪ 

 

● ナナちゃん - ５歳メス 

おとなしい性格ですが最近は少しイラ

イラ、ステイホームの影響かしら…。 

 

 

● どうちゃん(上)＆ちよこちゃん(下) 

- 14 歳メス 

わが家に来て 14 年。タライのお家で

す。脱走するけれど、呼んだらこっちへ来

ます。 
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菊
川
陶
芸
教
室 

鍛
治
原 

武 

さ
ん 

 

今
回
は
、
下
上
在
住
の
鍛
治
原
武
さ

ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。
鍛
治

原
さ
ん
は
、
長
年
「
菊
川
陶
芸
教
室
」
で

活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 - 

陶
芸
を
始
め
た
き
っ
か
け
を
教
え
て

下
さ
い
。 

平
成
８
年
に
入
会
し
て
か
ら
、
ず
っ

と
陶
芸
に
親
し
ん
で
き
ま
し
た
。
退
職

後
、
家
で
ゴ
ロ
ゴ
ロ
す
る
よ
り
は
趣
味

が
必
要
だ
と
始
め
た
の
が
き
っ
か
け
で

す
。
以
前
は
芸
術
家
に
な
っ
た
気
分
で
、

粘
土
20
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
使
っ
て
の
大

型
作
品
に
も
取
り
組
み
、
シ
ニ
ア
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
や
市
美
展
で
賞
を
取
っ
た

こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

 

陶
芸
の
魅
力
は
、
い
つ
で
も
ど
こ
で

も
で
き
る
こ
と
で
す
ね
。
続
け
れ
ば
自

分
な
り
の
型
が
で
き
て
き
ま
す
し
、
２

度
と
同
じ
も
の
は
で
き
ま
せ
ん
。
思
い

ど
お
り
に
焼
き
あ
が
っ
た
時
の
喜
び
は

計
り
知
れ
ま
せ
ん
。 

- 

陶
芸
教
室
で
の
活
動
内
容
を
教
え
て

下
さ
い
。 

毎
月
第
１
と
第
３
月
曜
日
に
、
菊
川

市
民
セ
ン
タ
ー
に
て
陶
芸
を
行
っ
て
い

ま
す
。
現
在
は
男
性
６
名
、
女
性
９
名
で

活
動
し
て
お
り
、
若
い
方
だ
と
40
代
の 

第

42

回 

東
北
の
秋
は
黄
金
色 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
為
に
、
秋
に
旅
行
を
す
る
こ
と

は
難
し
い
そ
う
な
の
で
、
絵
画
を
見
て
、
想
像
し
て
は
ど
う

で
あ
ろ
う
か
？
そ
れ
も
、
本
州
の
西
端
か
ら
、
北
端
の
青
森

県
で
あ
る
。
幕
末
の
吉
田
松
陰
も
脱
藩
し
て
、
青
森
県
へ
旅

に
出
て
、
更
に
北
端 

北
海
道
が
見
え
る
竜
飛
岬
を
訪
れ
て

い
る
。
北
方
に
出
没
す
る
ロ
シ
ア
の
防
衛
の
為
、
津
軽
海
峡

を
通
過
す
る
ロ
シ
ア
船
を
見
に
行
っ
た
。
現
在
は
、
そ
の
海

峡
を
「
北
海
道
新
幹
線
」
が
通
り
、
竜
飛
岬
か
ら
ト
ン
ネ
ル

が
掘
ら
れ
て
い
る
。 

 
 

東
北
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
「
平
泉
の
金
色
堂
」
の
黄
金
色
で

あ
ろ
う
。
奈
良
の
大
仏
は
、
東
北
で
金
が
発
見
さ
れ
る
こ
と

で
完
成
し
た
。
銅
は
、
山
口
県
の
長
登
銅
山
か
ら
産
出
し
た

が
、
金
は
輸
入
品
で
あ
っ
た
為
、
渡
来
人
が
東
北
で
金
探
し

を
し
て
、
宮
城
県
の
黄
金
山
神
社
付
近
（
涌
谷
町
）
で
発
見

し
、
黄
金
９
０
０
両
を
献
上
し
た
。
現
在
そ
の
町
で
は
、
観

光
用
に
川
砂
か
ら
砂
金
を
採
取
す
る
施
設
が
あ
る
。 

東
北
に
は
現
在 

大
き
な
金
鉱
山
は
な
い
が
、
秋
に
な
る

と
黄
金
色
の
山
や
渓
谷
が
あ
る
。
そ
の
景
色
を
自
然
木
の
キ

ャ
ン
バ
ス
に
し
て
、
絵
に
し
た
人
が
、
下
上
上
野
（
山
田
工

務
店
）
の
山
田
佳
民
さ
ん
で
あ
る
。
題
名
は
「
十
和
田
湖
の

奥
入
瀬
（
お
い
ら
せ
）
渓
谷
」
（
平
成
８
年
５
月
）
で
あ

る
。
そ
の
作
品
は
、
菊
川
市
民
セ
ン
タ
ー
の
玄
関
口
の
壁
に 

菊 

川 

深 

訪 
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飾
ら
れ
て
い
る
。
私
も
昔 

秋
に
訪
問
し
、
そ
の
美
し
さ
に

魅
せ
ら
れ
た
の
で
、
山
田
さ
ん
宅
を
訪
問
し
た
。
こ
の
絵
の

経
緯
を
お
聞
き
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
既
に
故
人
で
あ
っ

た
。
旅
行
さ
れ
た
の
は
、
も
う
２
５
年
も
前
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
が
、
そ
の
光
り
輝
く
黄
金
色
の
景
色
は
、
観
光
客
を
感

動
さ
せ
る
色
で
あ
る
。
絵
に
描
か
れ
て
い
る
川
の
流
れ
は
、

静
寂
な
渓
谷
に
軽
快
な
音
を
立
て
て
、
滝
や
岩
を
越
え
て
、

変
化
の
あ
る
流
れ
を
形
成
し
て
い
る
。
ま
た
、
水
の
清
ら
か

さ
と
共
に
出
来
る
泡
の
為
に
、
牛
乳
の
様
な
白
さ
が
、
紅
葉

を
一
層
美
し
く
見
せ
て
い
る
。
山
口
県
出
身
の
歌
手
「
山
本

譲
二
」
は
、「
み
ち
の
く
ひ
と
り
旅
」
で
有
名
で
あ
る
が
、

こ
の
「
奥
入
瀬
」
と
い
う
曲
も
歌
っ
て
い
る
。 

十和田湖の奥入瀬渓谷 

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
同
じ
趣
味
を

共
有
し
た
仲
間
と
一
緒
に
食
べ
る
昼
食

や
コ
ー
ヒ
ー
は
格
別
の
味
で
す
。
こ
の
夏

は
、
子
ど
も
向
け
の
陶
芸
教
室
も
開
催
し

ま
し
た
。
子
ど
も
の
独
創
性
に
は
舌
を
巻

き
ま
す
。
菊
川
地
区
は
、
市
民
活
動
が
盛

ん
で
い
い
で
す
ね
。
な
お
、
菊
川
陶
芸
教

室
で
は
新
規
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
ま
ず
は
、
菊
川
市
民
セ
ン
タ
ー
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

(

☎
０
８
３
４-

６
２-

２
８
０
１) 

- 

鍛
治
原
さ
ん
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

□ ■ 菊 川 の ひ と 

み ん な の 食 堂 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

8月 9日(日)に、「みんなの食堂」という団体による、申し込みした方に 

対し、一食 200円で、バランスを考えた季節のお弁当を提供する事業が行われました。 

この会の設立目的は、地域の人が誰でも集える居場所を提供し、将来的に異世代間で気軽 

に助け合いが行われる環境をつくることにあります。今までは、向土井自治会館を会場として、

異世代間で食事を楽しみながら交流を図る取組を行ってきました。今回はコロナウイルスの感染

拡大を防ぐため、菊川中学校ジュニアリーダーの協力のもと、お弁当の作成、配布事業に切り替

えました。菊川中学生がお弁当を取りに来た地域住民と言葉を交わす姿は、異世代間のつながり

が強くなる様子そのもののように感じました。 

 

シニアフェスティバルで特別賞を受賞した花器を持つ鍛治原さん。 

菊川陶芸教室の皆さん（一部） 


